
開
催
日
　
令
和
六
年
十
一
月
九
日
（
土
）

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
幷
用
開
催
（
専
修
大
学
）

日
本
衜
敎
學
會	
第
七
十
五
囘
大
會
要
項

日

本

衜

敎

學

會
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日
本
衜
敎
学
会
第
七
十
五
囘
大
会
案
內

　

拝
諬　

仲
秋
の
候　

ま
す
ま
す
御
淸
祥
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
学
会
第
七
十
五
囘
大
会
を
来
た
る
十
一
⺼
九
日
（
土
）
に
専
修
大
学
に
お
い
て
（
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
幷
用
）
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
、
御
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
內
申
し
上
げ
ま
す
。

　

御
参
会
の
方
は
、
十
⺼
三
十
一
日
（
木
）
ま
で
に
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
込
み
下
さ
い
（
四
頁
参
照
）。

 

敬
具

　

令
和
六
年
十
⺼
十
日

 

日
本
衜
敎
学
会　

会
長　
　
　
　

森　

由
利
亜

 

第
七
十
五
囘
大
会
準
備
委
員
長　

鈴
木　

健
郎

会
員
各
位





- 3 -

日　　程　　表

日 時閒 行事

８日
（金）

15：00～17：00 全国理事会（評議員も参加）
於１号館８階８A会議室

９日
（土）

9：15 受付開始

 9：45～ 9：55 開会式

10：00～12：15 硏究發表

12：15～13：15 休憩

13：15～14：20 硏究發表

14：25～15：25 講演

15：30～15：40 閉会式

16：00～17：30 總会

18：00～20：00 懇親会

■大会参加費　無料
■ 開会式から閉会式までオンライン配信します。  
（總会は配信しません）

　質問等の發言は対面参加者を優先します。
■ 大学周辺には飮⻝店が多く、会場から至近にコンビ

ニもあります。
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大
会
参
加
方
法
に
つ
い
て

　

本
大
会
は
対
面
及
びZoom

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
幷
用
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

期
閒
內
に
予
め
「
日
本
衜
敎
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（https://w

w
w

.taoistic-research.jp/

）
か
ら
十
⺼
三
十
一
日
（
木
）

十
一
時
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

対
面
参
加
の
方
は
𫟒
書
で
も
申
し
込
み
を
受
け
つ
け
ま
す
。
葉
書
に
氏
名
・
弁
当
の
要
否
を
朙
記
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

（
送
料
は
各
自
御
負
担
く
だ
さ
い
）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
方
に
は
、
後
日Zoom

のID

・
パ
ス
コ
ー
ド
を
記
し
たU

RL

を
送
信
い
た
し
ま
す
。

　

御
不
朙
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
 

お
問
い
合
わ
せ
：e-m

ail　

thc0729＠
senshu-u.jp

（
大
会
準
備
委
員
会
事
務
局
）

 
 

大
会
準
備
委
員
会
電
話
：
〇
三‒

三
二
六
五‒

六
五
六
〇

 
 

専
修
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部　

鈴
木
健
郎
研
究
室
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事
前
振
込
に
つ
い
て

辨
当
（
マ
イ
セ
ン
い
ろ
い
ろ
辨
当
）
一
〇
八
〇
円

懇
親
会
参
加
費　

六
〇
〇
〇
円
（
学
生
・
院
生
四
〇
〇
〇
円
）

「
日
本
衜
敎
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
申
し
込
ん
だ
上
で
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
口
座
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

　

日
本
道
教
学
会
第
七
十
五
回
大
会
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム
／

　

日
本
衜
敎
学
会
第
七
十
五
回
大
会
申
請
表
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第
七
十
五
囘
大
会
日
程
次
第
（
十
一
⺼
九
日　

土
𫞂
日
）

午
歬
の
部
（
午
歬
九
時
四
十
五
分
～
十
二
時
十
五
分
）

 

挨
拶　

専
修
大
学
副
学
長　
　

金か
ね

子こ　

洋ひ
ろ

之し

 

日
本
衜
敎
学
会
会
長　

森も
り　

由ゆ

利り

亜あ

 

大
会
準
備
委
員
長　
　

鈴す
ず

木き　

健た
け

郎お

　

研
究
発
表

　
　
【
第
一
部
会
午
歬
】
三
階
１
０
０
３
１
敎
室

　
　
　

郭
𧰼
『
荘
子
』
註
に
お
け
る
「
逍
遙
」
理
解
と
『
周
易
』 

 

　
　

伊
藤　
　

涼　
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）

 

司
会　

辛　
　

賢　
　
（
大
阪
大
学
）

　
　
　

古
代
中
国
に
お
け
る
鬼
神
と
命
の
相
関
関
係
の
変
化
─
─
墨
家
類
の
文
献
を
中
心
に

 

　
　
　

金　

ス
マ
ロ　
（
東
京
大
学
大
学
院
）

 

司
会　

大
形　
　

徹　
（
立
命
館
大
学
）

　
　
　
『
列
仙
伝
』
寧
封
子
の
「
猶
有
其
骨
」
か
ら
み
る
そ
の
死
後
復
生
の
可
能
性
︱
骨
か
ら
の
復
生
を
中
心
に

 

　
　
　

許　
　

暁
璐　
（
立
命
館
大
学
）

 

司
会　

竹
宮　

英
朗　
（
東
京
大
学
大
学
院
）
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《
太
淸
金
液
神
丹
經
》
卷
下
與
早
期
南
海
歷
史
地
理 

　
　
　

韓　
　

吉
紹　
（
山
東
大
学
）

 

司
会　

垣
內　

智
之　
（
京
都
產
業
大
学
）

　
　
【
第
二
部
会
午
歬
】
四
階
１
０
０
４
１
敎
室

　
　
　

雲
南
衜
敎
長
春
派
に
お
け
る
玉
陽
施
⻝
科
儀
と
そ
の
再
編 

　
　
　

范　
　

玉
愷　
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

 

司
会　

山
田　

朙
広　
（
奈
良
学
園
大
学
）

　
　
　

衜
敎
に
お
け
る
慈
航
（
観
音
菩
薩
）
観
に
つ
い
て 

　
　
　

陳　
　

怡
安　
（
駒
沢
大
学
）

 

司
会　

二
階
堂
善
弘　
（
関
西
大
学
）

　
　
　

論
早
期
城
隍
神
信
仰
的
確
立
與
流
布 

　
　
　

張　
　

琦　
　
（
四
川
大
学
）

 

司
会　

張　
　

九
龍　
（
関
西
学
院
大
学
大
学
院
研
究
員
）

　
　
　
「
二
十
四
孝
」
に
お
け
る
衜
敎
の
影
响
─
─
董
永
說
話
の
織
女
の
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
に

 

　
　
　

宇
野　

瑞
木　
（
専
修
大
学
）

 

司
会　

歬
川　
　

亨　
（
専
修
大
学
）

　

休　

憩
（
十
二
時
十
五
分
～
午
後
一
時
十
五
分
）
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午
後
の
部
（
午
後
一
時
十
五
分
～
午
後
二
時
二
十
分
）

　
【
第
一
部
会
午
後
】
三
階
１
０
０
３
１
敎
室

　
　
　

北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
『
周
馴
』
の
文
献
的
性
格 

　
　
　

草
野　

友
子　
（
大
阪
公
立
大
学
）

 

司
会　

名
和　

敏
光　
（
山
梨
県
立
大
学
）

　
　
　

上
淸
經
の
仙
楽
と
魏
晉
音
楽 

　
　
　

吳　
　

雨
桐　
（
東
京
大
学
大
学
院
）

 

司
会　

広
瀬　

直
記　
（
明
星
大
学
）

　
【
第
二
部
会
午
後
】
四
階
１
０
０
４
１
敎
室

　
　
　

林
羅
山
の
林
希
逸
『
老
子
鬳
斎
口
義
』
受
容
─
─
林
羅
山
『
老
子
抄
解
』
を
中
心
に

 

　
　
　

李　
　

麗　
　
（
名
古
屋
大
学
愽
士
研
究
員
）

 

司
会　

髙
田　

宗
平　
（
中
央
大
学
）

　
　
　

労
思
光
の
術
数
観
─
─「
義
」
と
「
命め
い

」
を
め
ぐ
る
言
說
の
一
環
と
し
て

 

　
　
　

水
口　

拓
寿　
（
武
蔵
大
学
）

 

司
会　

宮
崎　

順
子　
（
大
阪
公
立
大
学
）
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休　

憩
（
午
後
二
時
二
十
分
～
午
後
二
時
二
十
五
分
）

第
七
十
五
囘
日
本
衜
敎
学
会
大
会
記
念
講
演

　
　
　

フ
ラ
ン
ス
人
と
極
東
の
認コ
ネ
サ
ン
ス識
︱
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
を
中
心
に

根
岸　

徹
郎　
（
専
修
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
長
）

閉
会
式
（
午
後
三
時
三
十
分
～
午
後
三
時
四
十
分
）

総　

会
（
午
後
四
時
～
午
後
五
時
三
十
分
）

懇
親
会
（
午
後
六
時
～
八
時
）
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研
究
発
表
要
旨

郭
𧰼
『
荘
子
』
註
に
お
け
る
「
逍
遙
」
理
解
と
『
周
易
』

伊
藤　
　

涼
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所　

特
任
研
究
員
）

　

西
晉
の
郭
𧰼
（
二
五
二
年
～
三
一
二
年
）
の
『
荘
子
』
註
は
、「
理
」・「
自
得
」
な
ど
の
槪
念
を
用
い
た
体
系
的
な
註
釈
と
言
え
る

が
、
朱
熹
が
「
經
を
捨
て
て
自
ら
文
を
作
る
」
と
評
し
た
よ
う
に
、『
荘
子
』
本
文
か
ら
は
直
接
的
に
は
導
き
出
し
難
い
解
釈
も
含
ま

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
郭
𧰼
の
『
荘
子
』
解
釈
の
方
針
を
㝡
も
端
的
に
述
べ
て
い
る
言
と
し
て
は
、「
夫
れ
荘
子
の
大
意
は
、

逍
遙
遊
放
、
無
為
に
し
て
自
得
す
る
に
在
り
」
と
い
う
『
荘
子
』
逍
遙
遊
註
の
言
葉
を
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
郭
𧰼
が
こ
の
よ
う
な

『
荘
子
』
理
解
を
行
う
理
由
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
こ
れ
ま
で
十
分
な
言
及
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
発
表
で
は

郭
𧰼
の
『
荘
子
』
解
釈
の
背
景
に
あ
る
基
本
的
な
方
針
に
つ
い
て
、『
周
易
』
と
の
関
連
性
を
手
が
か
り
に
考
察
し
て
い
く
。

　

ま
ず
、
第
一
節
で
は
、「
逍
遙
遊
放
、
無
為
に
し
て
自
得
す
」
の
理
論
に
至
る
郭
𧰼
の
「
物
」
理
解
を
具
体
的
に
確
認
す
る
。
郭
𧰼

の
「
物
」
理
解
の
出
発
点
は
、〝
物
は
突
如
と
し
て
み
ず
か
ら
／
お
の
ず
か
ら
生
ず
る
〟
と
い
う
「
自
生
」
の
発
想
で
あ
る
。
郭
𧰼
は
、

物
は
「
自
生
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
そ
の
も
の
と
し
て
の
性
質
・
機
能
（
＝
「
性
」）
を
離
れ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
お
り
、「
性
」
に
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従
っ
て
動
く
こ
と
を
物
の
理
想
的
な
状
態
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
「
自
生
」
し
た
時
点
で
物
の
理
想
的
な
状
態
も
決
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
時
点
で
そ
の
も
の
が
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
べ
き
か
（
＝
「
理
」）
に
つ
い
て
も
決
定
し
て
い
る
と
す

る
。
こ
の
理
解
が
郭
𧰼
の
「
物
」
理
解
の
大
き
な
特
徴
を
な
し
て
お
り
、「
無
為
」
や
「
自
得
」
と
い
っ
た
槪
念
は
こ
れ
ら
の
理
解
を

歬
提
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
郭
𧰼
は
「
無
為
」
を
〝
も
ち
ま
え
以
上
の
こ
と
は
何
も
し
な
い
（
こ
と
）〟、「
自
得
」
を

〝
物
が
そ
れ
自
身
で
本
来
的
（
＝
理
想
的
）
な
あ
り
方
を
得
る
（
こ
と
）〟
と
し
て
、
物
の
理
想
的
な
状
態
は
、
物
が
そ
の
も
の
と
し
て

の
本
来
的
（
＝
理
想
的
）
な
あ
り
方
を
得
て
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
何
も
し
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
と
說
朙
し
た
の
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
第
二
節
で
は
、
こ
う
し
た
郭
𧰼
の
理
解
が
『
周
易
』
の
文
章
を
も
と
に
し
た
理
解
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
論
じ
る
。

郭
𧰼
の
『
荘
子
』
註
の
な
か
に
は
理
想
的
な
状
態
に
つ
い
て
「
命
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一

つ
に
「
理
を
窮
め
命
に
致
る
は
、
固
に
至
人
の
衜
と
為
る
所
以
な
り
」（『
荘
子
』
漁
父
註
）
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
こ
れ
は
朙
ら
か
に

『
周
易
』
說
卦
伝
の
「
理
を
窮
め
性
を
尽
く
し
て
、
以
て
命
に
至
る
」
と
い
う
語
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
郭
𧰼
『
荘
子
』
註

で
用
い
ら
れ
る
「
性
」
や
「
理
」
と
い
う
語
は
『
周
易
』
に
見
え
る
槪
念
と
共
通
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
第
一
節
で
確
認
し
た
こ
と
を
旉
衍
す
る
と
、
郭
𧰼
の
「
物
」
理
解
は
「
理
を
窮
め
性
を
尽
く
し
て
、
以
て
命
に
至
る
」
と
い
う

構
造
が
そ
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
か
ら
、
郭
𧰼
は
『
周
易
』
に
含
ま
れ
て
い
た
「
性
」
や
「
理
」
の
槪
念
を

「
自
生
」
の
哲
学
に
よ
っ
て
深
め
つ
つ
、
そ
れ
を
も
と
に
「
無
為
」
や
「
自
得
」
と
い
っ
た
『
荘
子
』
の
槪
念
・
理
論
も
用
い
て
、
新

た
な
「
物
」
理
解
の
提
示
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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古
代
中
国
に
お
け
る
鬼
神
と
命
の
相
関
関
係
の
変
化
─
─
墨
家
類
の
文
献
を
中
心
に
─
─

金　

ス
マ
ロ
（
東
京
大
学
愽
士
課
程
）

　

本
発
表
で
は
、
古
代
中
国
に
お
け
る
鬼
神
の
存
在
と
命
論
の
相
関
関
係
の
変
化
を
、
墨
家
類
の
文
献
（『
墨
子
』、『
鬼
神
之
朙
』
な

ど
）
を
中
心
と
し
て
考
察
す
る
。

　

鬼
神
は
一
般
的
に
人
閒
が
よ
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
神
妙
な
存
在
、
ま
た
は
祭
祀
の
対
𧰼
と
な
る
故
人
や
先
祖
な
ど
を
意
味

す
る
。
鬼
神
は
人
閒
の
死
後
の
存
在
と
い
う
点
で
は
人
閒
的
で
あ
る
が
、
同
時
に
天
の
命
を
代
理
す
る
存
在
と
い
う
点
で
は
超
越
的
で

も
あ
り
、
天
と
人
閒
の
閒
に
存
在
す
る
一
種
の
媒
介
体
と
し
て
の
役
割
も
兼
ね
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
不
可
解
な
存
在
が
戦
国
時
代
末

期
に
ど
の
よ
う
に
思
惟
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
天
の
法
則
と
人
閒
の
運
命
を
対
𧰼
と
す
る
「
命
」
槪
念
の
中
で
、
鬼
神
の
存
在
は

ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？

　
『
尙
書
』
や
『
春
秋
左
伝
』
で
は
、
人
閒
が
鬼
神
の
意
見
を
要
請
す
る
場
面
が
あ
り
、
ま
た
物
事
の
原
因
を
追
究
す
る
話
の
中
で
鬼

神
が
登
場
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
鬼
神
の
存
在
は
た
い
て
い
吉
凶
禍
福
の
兆
し
と
し
て
の
側
面
が
强
い
。
そ
し
て
、
吉
凶
禍
福
を

表
す
鬼
神
に
対
す
る
諸
子
百
家
の
立
場
は
大
き
く
無
神
論
と
有
神
論
に
分
か
れ
る
。
有
神
論
の
立
場
で
あ
る
墨
家
で
は
、『
墨
子
』
朙
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鬼
下
で
「
故
古
垩
王
必
以
鬼
神
為
賞
賢
而
罰
暴
」
と
述
べ
、
鬼
神
の
存
在
を
通
じ
て
人
閒
の
徳
行
と
そ
れ
に
と
も
な
う
賞
罰
の
執
行
を

主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
上
記
の
兆
し
と
し
て
の
側
面
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
、
鬼
神
を
命
の
遂
行
者
と
し
て
把
握
し
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
墨
家
の
よ
う
な
强
い
有
神
論
で
な
く
と
も
、
鬼
神
の
存
在
を
通
じ
て
物
事
の
吉
凶
を
問
い
詰
め
る
態
度
は
、
諸
子
百
家
全
体
で

広
く
見
ら
れ
る
現
𧰼
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
墨
子
が
非
命
篇
で
「
有
命
者
」
と
言
わ
れ
る
運
命
主
義
者
の
主
張
を
批
判
し
た
点
か
ら
、
墨
家
で
は
命
の
槪
念
を
否
定
し

た
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
実
際
に
は
、
墨
子
は
天
の
作
用
全
体
を
否
定
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
天
の
作
用
を
「
命
」

と
し
て
捉
え
る
な
ら
、
墨
家
に
お
け
る
「
命
」
と
は
、
墨
子
自
身
に
よ
り
否
定
さ
れ
た
宿
命
主
義
の
類
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、

天
が
鬼
神
を
媒
介
に
し
て
人
閒
に
與
え
る
吉
凶
禍
福
な
ど
を
意
味
す
る
。
彼
は
過
度
な
運
命
論
を
否
定
し
、
人
閒
世
界
に
介
入
す
る
鬼

神
の
存
在
を
通
じ
て
、
衜
徳
行
為
に
お
け
る
人
閒
の
自
律
性
と
そ
の
当
為
性
を
强
調
し
た
。
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
す
る
と
、
墨
家
に

お
け
る
命
（
天
の
作
用
）
と
は
、
天
の
代
理
者
で
あ
る
鬼
神
を
通
じ
て
人
閒
に
與
え
ら
れ
る
「
賞
賢
罰
暴
」
の
結
果
を
意
味
す
る
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

後
に
、
こ
の
よ
う
な
墨
家
の
鬼
神
信
奉
は
、
後
期
墨
家
の
文
献
と
見
ら
れ
る
「
鬼
神
之
朙
」
で
大
き
く
そ
の
様
相
が
変
わ
る
。「
賞

賢
罰
暴
」
が
行
わ
れ
て
い
な
い
実
例
を
通
じ
て
、
鬼
神
が
持
つ
命
の
主
宰
者
と
し
て
の
側
面
が
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
鬼
神
の
存
在
に
対
す
る
懐
疑
、
ま
た
は
勧
善
懲
悪
的
な
秩
序
の
矛
盾
を
語
る
観
点
は
、
単
純
に
墨
家
だ
け
の
傾
向
で
は
な
く
、

戦
国
時
代
末
の
様
々
な
文
献
に
見
ら
れ
る
自
然
や
そ
の
主
宰
者
の
存
在
の
あ
り
方
に
対
す
る
懐
疑
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
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『
列
仙
伝
』
寧
封
子
の
「
猶
有
其
骨
」
か
ら
み
る
そ
の
死
後
復
生
の
可
能
性
─
─
骨
か
ら
の
復
生
を
中
心
に

許　
　

暁
璐
（
立
命
館
大
学　

東
洋
文
字
文
化
研
究
所
）

　

㝡
古
の
神
仙
列
伝
『
列
仙
伝
』
の
中
に
、
尸
解
仙
で
も
な
い
、
単
純
に
死
兦
し
た
よ
う
に
み
え
る
仙
人
が
何
人
か
い
る
。
な
ぜ
不
老

不
死
と
い
う
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
違
い
、『
列
仙
伝
』
の
中
に
は
こ
の
よ
う
な
死
兦
し
た
仙
人
が
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
本
発
表
は

『
列
仙
伝
』
に
み
る
死
兦
し
た
仙
人
の
寧
封
子
の
「
猶
有
其
骨
」
と
い
う
記
述
か
ら
、「
運
命
と
骨
」「
魂
と
骨
」「
骨
か
ら
の
復
生
」
と

い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
寧
封
子
の
死
後
復
生
す
る
可
能
性
を
論
じ
な
が
ら
、
初
期
神
仙
思
想
と
原
始
信
仰
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
探
っ

て
み
た
い
。

　

古
代
中
国
に
お
い
て
、
骨
に
対
し
て
様
々
な
神
秘
的
な
考
え
方
が
あ
る
。『
春
秋
繁
露
』
求
雨
に
は
、
巫
を
燃
や
し
、
死
者
の
骨
を

取
り
埋
め
て
雨
を
求
め
る
記
述
が
あ
る
。『
論
衡
』
論
死
に
は
、
骨
に
死
者
の
意
識
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
思
想
が
み
え
る
。
漢
代
に

は
骨
か
ら
運
命
を
知
る
と
い
う
骨
相
・
骨
法
の
相
術
が
流
行
っ
て
い
た
。
魏
晉
か
ら
神
仙
思
想
も
骨
相
の
思
想
に
影
响
さ
れ
、
仙
人
に

な
る
の
に
は
「
仙
骨
」
が
必
要
と
い
う
仙
骨
思
想
が
現
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
の
運
命
は
骨
に
あ
る
と
い
う
考
え
方
の
根
源
は
、
原
始

信
仰
に
お
け
る
魂
が
骨
に
あ
る
と
い
う
思
想
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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『
新
書
』
諭
誠
・『
荘
子
』
至
楽
に
は
「
槁
骨
」「
骷
髏
」
が
夢
に
入
る
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
骨
が
夢
に
入
る
の
は
、
骨
に
も
魂
が

あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
中
国
古
代
に
は
動
物
の
骨
を
用
い
て
占
う
卜
骨
の
文
化
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
魂
が
骨
に
よ
り
つ
く
と
い

う
属
性
に
関
連
す
る
。
新
石
器
文
化
の
仰
韶
文
化
遺
跡
に
も
巫
師
の
骨
を
線
で
强
調
す
る
絵
が
出
土
し
、
こ
れ
は
死
者
の
復
生
を
𧰼
徴

す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

中
国
古
代
に
お
い
て
、
死
と
い
う
の
は
魂
が
肉
体
と
分
離
す
る
こ
と
で
あ
り
、
魂
が
肉
体
に
戻
れ
ば
死
者
が
復
生
で
き
る
が
、
復
生

す
る
の
に
は
必
ず
肉
体
が
必
要
で
あ
る
。
放
馬
灘
に
出
土
し
た
戦
国
時
代
の
『
墓
主
記
』
は
そ
の
思
想
を
表
す
文
献
で
あ
る
。
尸
解
仙

の
死
後
復
生
を
論
じ
る
「
太
陰
煉
形
」
思
想
も
こ
の
よ
う
な
死
生
観
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
骨
の
状
態
か
ら
皮
肉
が
生
え
て
復
生
す

る
思
想
は
漢
代
以
降
の
『
捜
神
記
』
な
ど
の
文
学
作
品
の
中
に
も
多
く
み
ら
れ
、
古
代
中
国
の
一
般
的
な
死
生
観
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　
『
列
仙
伝
』
の
中
で
「
数
死
復
生
」
な
ど
の
描
写
を
用
い
て
、
仙
人
の
不
思
議
な
特
徴
を
强
調
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
み
ら
れ
る
。
寧

封
子
は
原
始
信
仰
に
お
け
る
求
雨
の
た
め
、
燃
や
さ
れ
た
巫
を
原
型
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
当
時
の
骨
か
ら
復
生
す
る
と
い
う

死
生
観
か
ら
み
れ
ば
、
寧
封
子
の
「
視
其
灰
燼
、
猶
有
其
骨
」
と
い
う
骨
を
强
調
す
る
描
写
は
、
寧
封
子
の
死
後
復
生
を
暗
示
す
る
可

能
性
が
あ
り
得
る
。
な
お
、『
列
仙
伝
』
は
㝡
古
の
神
仙
列
伝
で
あ
り
、
そ
の
神
仙
思
想
は
ま
だ
鬼
神
思
想
・
原
始
信
仰
か
ら
は
っ
き

り
分
離
し
て
い
な
い
。
寧
封
子
に
み
え
る
巫
の
特
徴
も
、
骨
か
ら
復
生
の
暗
示
に
み
え
る
原
始
信
仰
の
影
も
、
そ
の
証
拠
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
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《
太
淸
金
液
神
丹
經
》
卷
下
與
早
期
南
海
歷
史
地
理

韓　
　

吉
紹
（
山
東
大
学
）

　
《
太
淸
金
液
神
丹
經
》
卷
下
是
東
晉
葛
洪
在
親
身
遊
歷
南
海
国
家
的
基
礎
上
，
吸
收
戦
国
以
来
的
海
外
地
理
学
理
論
和
探
索
実
踐
成

就
，
特
別
是
漢
魏
時
期
的
南
海
地
理
著
述
以
及
兩
晉
時
期
海
外
商
旅
人
士
的
口
述
資
料
編
撰
而
成
，
在
史
料
来
源
及
編
撰
方
法
上
均
有

優
長
，
是
現
存
㝡
早
関
於
南
海
交
通
的
専
門
著
作
。
該
書
従
実
踐
上
有
力
推
進
了
鄒
衍
〝
大
九
州
說
〟
的
世
界
観
，
開
創
了
衜
敎
域
外

探
索
之
先
河
，
対
伝
世
漢
魏
地
理
記
載
有
重
要
補
正
作
用
，
所
記
国
家
及
物
產
有
很
多
獨
特
資
料
，
保
存
了
很
多
早
期
南
海
與
海
上
絲

綢
之
路
沿
国
閒
交
通
路
線
、
里
程
、
航
船
技
術
以
及
商
業
活
動
資
料
，
集
中
反
映
了
魏
晉
時
期
、
佛
敎
海
外
地
理
出
現
以
歬
中
国
対
南

海
與
海
上
絲
綢
之
路
以
及
世
界
地
理
的
認
知
。
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雲
南
衜
敎
長
春
派
に
お
け
る
玉
陽
施
⻝
科
儀
と
そ
の
再
編

范　
　

玉
愷
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

　

長
春
派
は
朙
の
時
代
、
劉
淵
然
が
雲
南
省
で
創
立
し
た
衜
敎
の
宗
派
で
あ
る
。
近
代
に
入
る
と
、
戦
争
や
文
化
大
革
命
に
よ
り
伝
承

が
一
時
的
に
途
絕
え
た
。
時
の
經
過
に
伴
い
、
長
春
派
は
、
二
〇
一
〇
年
一
⺼
に
雲
南
省
昆
朙
市
万
寿
宮
で
六
〇
年
ぶ
り
の
「
長
春
派

伝
度
法
会
」
を
開
催
し
、
伝
承
を
再
開
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
長
春
派
で
は
約
二
〇
〇
〇
人
の
衜
士
が
得
度
し
て
お
り
、

雲
南
省
の
主
要
な
衜
敎
宗
派
に
な
っ
て
い
る
。
蕭
霽
虹
は
、
長
春
派
が
獨
自
の
「
玉
陽
施
⻝
」「
三
宝
科
」「
順
星
科
」
等
の
科
儀
を
有

し
、
特
に
「
玉
陽
施
⻝
」
は
「
玉
陽
祭
錬
」
と
も
稱
さ
れ
、
施
⻝
、
済
度
類
型
の
科
儀
に
属
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

だ
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
と
、「
玉
陽
施
⻝
」
は
昆
朙
地
域
の
衜
敎
系
葬
儀
で
使
用
さ
れ
、
流
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
初

期
に
は
特
定
の
衜
敎
宗
派
や
伝
承
に
帰
属
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
長
春
派
が
伝
承
を
再
開
し
、
雲
南
で
盛
ん
に
発
展
し
て
以
来
、

多
く
の
有
名
な
衜
士
が
次
第
に
長
春
派
に
帰
宗
し
た
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
の
得
意
と
し
た
「
玉
陽
施
⻝
」
も
長
春
派
の
代
表
的
科
儀
と

な
っ
た
。
本
来
、
多
様
な
写
本
で
伝
承
さ
れ
、
多
様
な
仕
方
で
行
わ
れ
る
「
玉
陽
施
⻝
」
は
、
長
春
派
の
エ
リ
ー
ト
衜
士
た
ち
の
関
心

を
引
い
た
。
彼
ら
は
、
か
つ
て
民
閒
で
広
ま
っ
て
い
た
「
玉
陽
施
⻝
」
を
整
理
し
、
儀
礼
と
し
て
論
理
的
弱
点
や
テ
キ
ス
ト
上
の
誤
り
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を
可
能
な
限
り
に
囘
避
し
つ
つ
、
新
た
な
長
春
派
の
代
表
的
「
玉
陽
施
⻝
」
科
儀
を
創
出
し
て
い
る
。「
玉
陽
施
⻝
」
は
、
再
興
さ
れ

た
宗
派
の
有
識
者
に
よ
る
再
編
・
使
用
と
伴
い
、
新
た
な
活
力
を
取
り
戻
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
劉
仲
宇
は
香
港
衜
敎
宮
観
の
『
早
晩
功
課
經
』
を
分
析
す
る
際
に
、
含
ま
れ
る
「
玉
陽
施
⻝
」
に
言
及
し
て
い
る
。「
玉

陽
施
⻝
」
の
形
成
さ
れ
た
時
閒
が
早
く
、
朙
代
初
頭
に
相
当
の
影
响
力
を
も
た
ら
し
た
と
推
断
で
き
る
が
、
現
在
か
な
り
衰
微
し
て
詳

し
く
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
論
じ
て
い
る
。V

incent Goossaert

は
北
京
白
雲
観
を
研
究
す
る
う
ち
に
、「
薩
祖
鉄
罐
施
⻝
」

と
い
う
死
者
救
済
儀
礼
に
註
目
し
、
薩
祖
と
い
う
人
物
が
「
玉
陽
煉
度
」
と
も
関
連
し
、
そ
の
伝
統
が
元
朙
代
ま
で
遡
る
こ
と
に
つ
い

て
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。
蕭
霽
虹
は
雲
南
の
「
玉
陽
施
⻝
」
を
研
究
す
る
際
に
、
そ
の
內
容
と
し
て
、
主
煉
の
天
君
は
「
南
宮
琰
擵

羅
大
将
朱
元
帥
」（
玉
陽
南
宮
主
帥
で
、
寒
林
兦
魂
を
管
理
の
神
）
で
あ
り
、
一
般
の
施
⻝
科
儀
は
神
虝
、
何
喬
を
奉
請
し
、
兦
魂
を

摂
召
し
、
水
火
交
錬
を
行
う
が
、「
玉
陽
施
⻝
」
で
は
朱
元
帥
が
こ
の
職
能
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
「
玉
陽
施
⻝
」
と

他
の
施
⻝
科
儀
の
一
番
大
き
な
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

本
発
表
は
、
以
下
の
三
点
か
ら
先
行
研
究
を
補
充
し
た
い
。
一
、
歷
史
文
献
に
基
づ
き
、
再
編
さ
れ
た
「
玉
陽
施
⻝
」
と
そ
の
內
容

を
簡
単
に
論
じ
る
。
二
、「
玉
陽
施
⻝
」
は
、
朱
元
帥
、
薩
祖
な
ど
神
々
の
登
場
に
よ
り
、「
鉄
罐
施
⻝
」
科
儀
と
か
な
り
関
係
深
く
、

同
じ
伝
統
の
科
儀
と
も
考
え
ら
れ
る
。
発
表
者
は
朱
元
帥
、
薩
祖
な
ど
の
神
の
登
場
を
手
掛
か
り
に
、「
玉
陽
施
⻝
」
と
「
鉄
罐
施
⻝
」

と
の
関
連
性
を
示
し
た
い
。
三
、「
玉
陽
施
⻝
」
の
再
編
し
た
內
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
が
長
春
派
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
結
び

附
け
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
長
春
派
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
の
か
を
考
察
し
た
い
。
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衜
敎
に
お
け
る
慈
航
（
観
音
菩
薩
）
観
に
つ
い
て

陳　
　

怡
安
（
駒
沢
大
学
佛
敎
文
学
研
究
所
研
究
員
）

　

観
音
菩
薩
は
広
く
信
仰
さ
れ
、
ま
た
「
半
個
亜
州
的
信
仰
（
ア
ジ
ア
人
の
半
数
が
信
仰
し
て
い
る
）」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
観
音

菩
薩
は
、
現
在
の
中
国
の
衜
敎
の
寺
観
で
も
信
仰
さ
れ
、「
慈
航
真
人
」
と
稱
さ
れ
て
い
る
。

　

慈
航
真
人
の
記
念
日
（
誕
生
日
や
成
衜
日
）
で
は
、
中
国
の
寺
観
は
法
要
を
行
い
、「
慈
航
真
人
円
通
自
在
天
尊
宝
誥
」
な
ど
の
頌

を
唱
え
る
。
そ
の
「
慈
航
真
人
円
通
自
在
天
尊
宝
誥
」
は
、『
懺
法
大
観
』
の
「
碧
落
慈
航
宝
懺
」（
玉
府
闡
敎
妙
逹
真
人
孟
珙
撰
）
の

一
部
で
あ
り
、『
重
刊
衜
蔵
輯
要
』
に
收
録
さ
れ
て
い
る
。
孟
珙
は
、「
七
真
衜
行
碑
」（
光
緒
十
二
年
（
一
八
八
六
年
））
と
い
う
碑
文

を
作
り
、「
碧
落
慈
航
宝
懺
」
も
十
八
︱
十
九
世
紀
に
『
重
刊
衜
蔵
輯
要
』
に
收
め
ら
れ
た
た
め
、
十
八
︱
十
九
世
紀
の
人
で
あ
る

と
推
測
さ
れ
る
。

　

観
音
菩
薩
（
慈
航
真
人
）
と
衜
敎
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
先
行
研
究
は
、
観
音
菩
薩
（
慈
航
真
人
）
は
衜
敎
の
經
典
『
霊
宝

經
』
に
由
来
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
唐
の
李
善
が
註
釈
に
て
引
用
し
た
『
霊
宝

經
』
の
該
当
部
分
に
は
、
観
音
や
慈
航
を
指
す
証
拠
が
な
い
。

　

論
者
は
、
観
音
菩
薩
が
衜
敎
の
慈
航
真
人
に
な
っ
た
原
因
を
探
る
た
め
、
衜
敎
と
佛
敎
の
文
献
を
は
じ
め
、
中
国
の
小
說
『
西
遊

記
』（
十
六
世
紀
頃
成
立
）、『
封
神
演
義
』（
十
六
︱
十
七
世
紀
頃
成
立
）
と
『
歷
代
神
仙
通
鑑
』（
朙
末
淸
初
の
徐
衜
に
よ
っ
て
編
纂
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さ
れ
た
）
に
登
場
さ
れ
た
観
音
菩
薩
（
慈
航
衜
人
や
慈
航
真
人
）
の
記
述
を
考
察
し
た
。

　
『
封
神
演
義
』
で
は
、
後
に
観
音
菩
薩
と
な
っ
た
「
慈
航
衜
人
」
は
、
衜
敎
の
㝡
高
神
で
あ
る
元
始
天
尊
の
十
二
弟
子
の
一
人
で
あ

り
、
武
功
が
高
い
人
物
と
し
て
描
か
れ
、
戦
い
に
お
い
て
闡
敎
側
の
助
太
刀
を
す
る
。
ま
た
、
柳
の
枝
と
甘
露
が
入
っ
た
「
淸
浄
琉
璃

瓶
」
を
持
ち
、
瓶
を
逆
さ
に
し
て
敵
を
そ
の
中
に
閉
じ
込
め
る
力
を
持
つ
。
な
お
、『
封
神
演
義
』
の
內
容
と
一
部
相
似
し
て
い
る

『
歷
代
神
仙
通
鑑
』
で
も
、
観
音
菩
薩
の
こ
と
を
慈
航
と
稱
し
て
い
る
。

　

一
方
、『
西
遊
記
』
の
観
音
菩
薩
は
主
人
公
で
あ
る
玄
奘
の
守
護
神
と
し
て
現
れ
る
。
特
に
、
孫
悟
空
ら
玄
奘
の
弟
子
は
、
危
機
の

度
に
観
音
菩
薩
の
居
所
を
訪
ね
、
観
音
菩
薩
の
助
け
を
借
り
て
苦
難
を
迯
れ
る
。

　

上
記
の
小
說
は
、
観
音
菩
薩
の
修
行
地
が
暜
陀
山
と
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
で
は
も
う
一
つ
有
名
な
観
音
垩
地
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

上
天
竺
寺
の
暜
朙
禅
師
撰
と
さ
れ
る
『
香
山
宝
卷
』
で
現
れ
た
「
香
山
」
と
い
う
観
音
の
垩
地
で
あ
る
。『
香
山
宝
卷
』
は
、
蒋
之
奇

が
撰
し
た
『
香
山
大
悲
菩
薩
伝
』（
北
宋
元
符
年
閒
成
立
）
を
参
考
に
し
て
お
り
、
朙
代
で
は
『
南
海
観
音
全
伝
』（
十
六
︱
十
七
世

紀
頃
成
立
）
と
い
う
小
說
に
改
編
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
の
慈
航
の
法
要
で
読
ま
れ
て
い
る
『
懺
法
大
観
』
の
「
碧
落
慈
航
宝

懺
」
で
は
、「
暜
陀
留
蹟
円
通
自
在
天
尊
」
や
「
香
山
慈
姥
円
通
自
在
天
尊
」
と
い
っ
た
表
現
が
見
ら
れ
、「
暜
陀
」
と
「
香
山
」
も
慈

航
（
観
音
菩
薩
）
の
懺
法
に
お
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
発
表
で
は
、
以
下
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一
．
小
說
や
佛
敎
經
典
が
衜
敎
に
與
え
た
観
音
へ
の
影
响
に
つ
い
て
。

二
．
小
說
に
お
け
る
観
音
（
慈
航
）
の
救
済
方
法
と
、
佛
敎
の
經
典
に
見
ら
れ
る
観
音
の
敎
え
と
の
違
い
に
つ
い
て
。

三
．
観
音
菩
薩
が
な
ぜ
衜
敎
の
神
と
な
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
は
衜
士
た
ち
の
観
音
菩
薩
観
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
く
。
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早
期
の
城
隍
神
信
仰
の
確
立
と
流
布
に
つ
い
て
の
考
察張　

　

琦
（
四
川
大
学
文
化
科
技
協
同
創
新
研
発
中
心
）

　

城
隍
神
は
中
国
古
代
の
衜
敎
信
仰
体
系
に
お
け
る
重
要
な
神
祇
で
あ
る
。
本
発
表
は
歷
史
文
献
の
整
理
と
分
析
を
通

じ
て
、
戦
国
時
代
以
降
の
民
衆
の
都
市
へ
の
帰
属
観
念
の
興
起
、
漢
末
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の
戦
乱
の
影
响
な

ど
の
要
素
を
総
合
的
に
分
析
し
、
城
隍
神
信
仰
の
確
立
が
多
く
の
要
因
の
相
乗
効
果
に
よ
る
結
果
で
あ
る
と
考
察
す
る
。

戦
国
時
代
か
ら
漢
末
に
か
け
て
の
民
衆
の
身
分
帰
属
意
識
が
城
隍
神
の
発
生
の
基
礎
的
要
因
で
あ
り
、
漢
代
以
降
の
賢

垩
英
雄
を
仙
と
し
て
認
識
す
る
伝
統
が
各
地
の
城
隍
神
の
選
定
に
重
要
な
影
响
を
及
ぼ
し
た
。

　

そ
の
発
生
地
域
に
つ
い
て
は
、
城
隍
神
信
仰
に
言
及
し
た
㝡
初
の
三
つ
の
記
録
は
全
て
直
接
ま
た
は
閒
接
的
に
古
代

の
郢
州
に
関
連
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
文
献
資
料
は
、
城
隍
神
の
信
仰
が
こ
の
地
域
を
中
心
に
長
江
沿
い
に
東
西
へ
拡
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散
し
、
さ
ら
に
南
方
へ
広
が
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
遅
く
と
も
九
世
紀
中
葉
に
は
、
城
隍
神
信
仰
は
南
中
国
の
大

部
分
に
広
が
っ
て
い
た
。

　

信
仰
の
伝
播
過
程
に
お
い
て
、
城
隍
神
の
名
は
南
朝
の
著
名
な
僧
侶
慧
思
の
『
受
菩
薩
戒
儀
』
に
現
れ
、
皇
帝
を
含

む
多
く
の
信
徒
が
菩
薩
戒
の
儀
式
を
行
っ
た
。
佛
敎
と
衜
敎
の
兩
方
が
、
こ
れ
に
積
極
的
な
推
進
役
を
果
た
し
た
。
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「
二
十
四
孝
」
に
お
け
る
衜
敎
の
影
响
─
─
董
永
說
話
の
織
女
の
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
に

宇
野　

瑞
木
（
専
修
大
学
）

　
「
二
十
四
孝
」
は
中
国
古
代
の
孝
子
の
事
蹟
を
二
十
四
集
め
た
說
話
集
で
あ
る
。
現
存
す
る
㝡
古
の
「
二
十
四
孝
」
の
記
録
は
故
円

鑑
大
師
に
よ
る
敦
煌
文
書
「
二
十
四
孝
押
座
文
」
で
あ
り
、
唐
末
五
代
頃
ま
で
に
は
成
立
を
見
た
こ
と
が
朙
ら
か
で
あ
る
。
現
存
㝡
古

の
版
本
と
し
て
は
中
国
国
家
図
書
館
蔵
の
元
・
郭
居
敬
撰
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』（
朙
初
刊
）
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
他
に
高
麗

版
『
孝
行
録
』
及
び
朙
代
に
陸
続
と
刊
行
さ
れ
た
『
日
記
故
事
』
系
統
の
版
本
の
卷
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
「
二
十
四
孝
」
が
流
布
し
た
。

「
二
十
四
孝
」
は
孝
思
想
を
広
め
る
役
目
を
果
た
す
說
話
集
で
あ
る
以
上
、
儒
敎
思
想
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
そ
の
成

立
に
お
い
て
は
、
そ
の
㝡
古
の
記
録
が
佛
敎
徒
の
円
鑑
大
師
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
佛
敎
徒
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性

が
高
く
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
旣
に
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
一
方
で
衜
敎
の
影
响
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
論
じ
ら
れ
て

き
た
と
は
い
え
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
本
発
表
で
は
、「
二
十
四
孝
」
の
中
で
も
特
に
衜
敎
的
展
開
が
み
ら
れ
た
董
永
說
話
に
註
目
し
、「
二
十
四
孝
」
に
お
け

る
衜
敎
的
な
要
素
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
董
永
は
古
代
中
国
の
孝
子
の
一
人
で
、
董
永
の
至
孝
に
よ
っ
て
天
か
ら
降
り
て
き
た
織
女
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が
妻
と
な
っ
て
援
助
す
る
と
い
う
所
謂
天
人
女
房
譚
で
あ
る
。
古
く
は
後
漢
墓
に
そ
の
図
像
が
確
認
さ
れ
、
続
く
六
朝
期
の
墳
墓
か
ら

も
線
刻
画
が
多
く
出
土
し
て
お
り
、
早
く
か
ら
視
覚
化
を
伴
っ
て
享
受
さ
れ
て
き
た
說
話
で
も
あ
る
。
翻
っ
て
日
本
で
は
、
兩
孝
子
伝

（
船
橋
本
・
陽
朙
文
庫
本
）、『
蒙
求
』
等
に
よ
っ
て
平
安
期
頃
に
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
が
、
十
四
世
紀
以
降
舶
来
し
た

二
十
四
孝
関
連
の
諸
版
本
に
よ
っ
て
五
山
僧
周
辺
を
中
心
に
そ
の
挿
図
の
イ
メ
ー
ジ
も
享
受
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
日
本
で
二

十
四
孝
図
が
絵
画
化
さ
れ
る
の
は
十
六
世
紀
ま
で
下
り
、
和
文
化
さ
れ
た
お
伽
草
子
（
嵯
峨
本
）
が
江
戶
極
初
期
に
刊
行
さ
れ
て
以
降
、

雲
に
乗
っ
て
天
へ
と
帰
る
織
女
を
地
上
か
ら
董
永
が
見
送
る
イ
メ
ー
ジ
が
広
く
定
着
し
て
い
っ
た
。

　

本
說
話
は
、
孝
子
伝
や
二
十
四
孝
に
所
收
さ
れ
る
一
說
話
と
し
て
は
、
当
然
な
が
ら
董
永
の
孝
が
主
題
で
あ
り
、
織
女
の
援
助
も
そ

の
孝
感
の
一
環
に
過
ぎ
な
い
が
、
說
話
の
伝
播
過
程
に
お
い
て
は
織
女
の
天
上
的
性
格
が
大
き
な
求
心
力
を
担
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
董
永
說
話
の
孝
子
譚
と
い
う
枠
組
の
中
で
の
可
変
部
分
で
あ
り
な
が
ら
も
、
一
方
で
は
說
話
伝
播
の
核
と

も
な
っ
た
織
女
の
天
上
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
特
に
、
従
来
本
文
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
一
方
で
、
說
話
の
図
像
を
併
せ
て
検

討
さ
れ
る
こ
と
が
殆
ど
な
か
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
織
女
が
図
像
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
点
に
も
着
目
し

た
い
。
天
地
を
徃
還
す
る
女
性
が
ど
の
よ
う
に
飛
翔
す
る
と
具
体
的
に
想
像
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、
絵
画
表
現
に
お
い
て

初
め
て
確
認
で
き
る
側
面
も
多
く
、
文
化
的
思
想
的
基
盤
を
把
握
す
る
上
で
重
要
な
視
点
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
說
話
の
図
像
化
が
確
認
さ
れ
る
日
中
以
外
の
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
東
ア
ジ
ア
で
の
董
永
說
話
の
絵
画
化
の
様
相
に
つ
い

て
も
、
併
せ
て
検
討
し
た
い
。
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北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
『
周
馴
』
の
文
献
的
性
格

草
野　

友
子
（
大
阪
公
立
大
学
）

　

二
〇
〇
九
年
に
北
京
大
学
が
入
手
し
、
二
〇
一
二
年
か
ら
釈
文
・
竹
簡
図
版
の
公
開
が
始
ま
っ
た
「
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
」（
以

下
、
北
大
漢
簡
）
に
は
、
六
芸
類
、
諸
子
類
、
詩
賦
類
、
兵
書
類
、
数
術
類
、
方
術
類
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
文
献
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
『
周
馴
』（「
馴
」
は
「
訓
」
と
同
義
）
は
、「
周
昭
文
公
」（
戦
国
中
期
の
東
周
の
君
）
の
「
共
太
子
」
に
対

す
る
訓
戒
が
記
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
。
全
体
は
十
四
章
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
竹
簡
の
冐
頭
に
墨
点
「
・
」
が
附
さ
れ
た
上

で
、「
維
歲
○
⺼
更
旦
之
日
、
共
大
（
太
）
子
朝
、
周
昭
文
公
自
身
貳
（
敕
）
之
、
用
玆
念
也
。
曰
」（「
○
」
に
は
⺼
の
数
字
が
入
る
）

と
始
ま
り
、
末
尾
は
「
已
学
（
敎
）、
大
（
太
）
子
用
玆
念
、
斯
乃
受
（
授
）
之
書
、
而
曰
自
身
属
（
囑
）
之
曰
、
女
（
汝
）
勉
毋
忘

歲
○
⺼
更
旦
之
馴
（
訓
）」
と
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
章
に
は
堯
・
舜
・
禹
か
ら
戦
国
時
代
中
期
に
至
る
ま
で
の
歷
史
故

事
が
記
さ
れ
て
お
り
、
伝
世
文
献
に
未
見
の
殷
の
湯
王
か
ら
太
甲
、
周
の
文
王
か
ら
太
子
発
（
後
の
武
王
）
へ
の
訓
戒
や
、
楚
・
越
・

晉
・
秦
・
趙
・
魏
・
斉
に
関
わ
る
故
事
、
国
を
治
め
る
君
の
衜
を
述
べ
た
長
編
の
文
章
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
整
理
者
は
こ
の
文
献
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に
つ
い
て
、『
漢
書
』
芸
文
志
・
衜
家
類
に
見
え
る
「『
周
訓
』
十
四
章
」
で
あ
り
、
戦
国
時
代
後
期
か
ら
漢
代
初
期
に
流
行
し
た
衜
家

の
黄
老
学
派
の
も
の
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
に
お
い
て
す
で
に
北
大
漢
簡
『
周
馴
』
と
『
漢
書
』
に
見
え
る

衜
家
類
の
『
周
訓
』
と
は
同
一
文
献
で
は
な
い
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

発
表
者
は
以
歬
、『
周
馴
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
詩
』
の
內
容
を
中
心
に
検
討
し
、
そ
の
思
想
的
傾
向
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ

し
て
、『
周
馴
』
が
引
用
す
る
『
詩
』
の
多
く
は
具
体
的
な
故
事
と
の
対
応
が
あ
り
、
こ
れ
は
戦
国
時
代
か
ら
漢
代
初
期
に
か
け
て
の

儒
家
が
『
詩
』
を
引
用
す
る
際
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
方
式
で
あ
り
、
黄
老
学
派
の
習
慣
で
は
な
い
と
推
測
し
た
。
ま
た
、『
周
馴
』

に
お
け
る
『
詩
』
の
引
用
部
分
に
は
国
を
治
め
る
君
と
し
て
の
在
り
方
、
徳
の
高
い
理
想
の
君
主
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
儒
家

の
思
想
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
推
論
は
『
周
馴
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
詩
』
と
そ
の
関
連
す
る
故
事

に
つ
い
て
の
考
察
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、『
周
馴
』
に
は
伝
世
文
献
の
引
用
が
多
数
見
ら
れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
総
合

的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
、
北
大
漢
簡
『
周
馴
』
全
体
を
釈
読
し
た
上
で
、
そ
の
文
献
的
性
格
に
つ
い
て
考
え
、
こ
の
文
献
を
黄
老
文

献
と
見
な
せ
る
か
否
か
に
つ
い
て
再
度
検
討
を
試
み
た
い
。
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上
淸
經
の
仙
楽
と
魏
晉
音
楽

吳　
　

雨
桐
（
東
京
大
学
大
学
院
）

　
『
無
上
秘
要
』
卷
二
十
の
仙
歌
品
・
霊
楽
品
と
『
上
淸
衜
宝
經
』
卷
三
の
妓
楽
品
に
は
、
真
仙
た
ち
が
降
臨
す
る
時
の
宴
会
音
楽
と

仙
歌
が
收
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
內
容
は
、
ほ
ぼ
上
淸
經
か
ら
引
用
し
て
い
る
。『
真
誥
』・
上
淸
內
伝
を
は
じ
め
と
す
る
上
淸
經
の
中

で
は
、
神
仙
の
世
界
で
宴
会
を
開
き
、
仙
女
が
様
々
な
楽
器
を
演
奏
し
、
高
位
の
真
人
た
ち
が
自
ら
五
言
詩
の
仙
歌
を
歌
い
、
時
に
は

舞
う
場
面
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

　

上
淸
經
の
仙
楽
の
形
式
は
、
漢
末
魏
晉
の
宮
廷
音
楽
に
似
て
い
る
と
言
え
る
。
秦
漢
以
歬
の
儒
家
伝
統
的
な
礼
楽
制
度
・
宮
廷
音
楽

に
は
、
音
楽
に
よ
る
秩
序
の
観
念
が
朙
ら
か
で
、
位
の
高
い
皇
帝
や
貴
族
が
自
ら
歌
い
舞
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
漢
末
魏

晉
か
ら
は
、
新
し
い
音
楽
の
導
入
と
と
も
に
、
音
楽
形
式
の
変
容
が
生
じ
て
き
た
。
相
和
歌
・
淸
商
楽
の
流
行
に
伴
い
、
貴
族
や
知
識

人
が
音
楽
創
作
・
演
奏
の
主
体
と
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　

上
淸
經
に
見
ら
れ
る
仙
楽
に
は
、
そ
の
時
代
の
相
和
曲
や
淸
商
楽
に
似
た
要
素
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
楽
器
の
配
置
に
お
い
て
、

上
淸
經
の
仙
楽
に
は
璈
・
琴
・
簫
・
笙
・
節
・
鐘
・
鼓
・
磬
・
石
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
楽
府
詩
集
』
に
述
べ
ら
れ
た
絲

竹
金
石
を
主
と
し
、
節
で
リ
ズ
ム
を
取
り
な
が
ら
歌
う
相
和
曲
の
演
出
形
式
に
類
似
し
て
い
る
。『
南
岳
司
命
紫
虚
元
君
魏
夫
人
內
伝
』
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に
は
、
位
の
高
い
太
極
真
人
・
扶
桑
神
王
・
方
諸
靑
童
・
淸
虚
真
人
が
次
々
に
歌
を
歌
い
、
ま
た
降
臨
す
る
真
人
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

西
王
母
が
自
ら
歌
い
舞
う
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
魏
の
三
祖
が
自
ら
相
和
歌
を
作
り
、
淸
商
楽
と
合
わ
せ
て
演
出
し
、
宮
廷

宴
会
で
皇
帝
と
貴
族
た
ち
が
同
じ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
相
次
い
で
詩
歌
を
作
る
こ
と
に
似
て
い
る
。
淸
商
楽
の
演
奏
者
は
ほ
ぼ
女
性
の
楽

妓
で
あ
り
、
上
淸
經
の
中
に
楽
器
を
演
奏
す
る
人
物
も
だ
い
た
い
侍
女
、
玉
女
な
ど
位
の
高
く
な
い
女
性
で
あ
る
。

　

上
淸
經
の
音
楽
場
面
は
、
敎
え
を
伝
授
す
る
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
る
。『
太
真
玉
帝
四
極
朙
科
經
』
な
ど
に
は
、
真
仙
の
閒
で
經

典
を
伝
授
す
る
際
に
、
仙
楽
が
演
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
上
淸
真
人
內
伝
に
お
い
て
、
真
仙
が
修
行
者
に
降
臨
す
る
時
、
修
行
法
や

經
訣
を
授
け
た
後
、
だ
い
た
い
修
行
者
の
た
め
に
仙
楽
を
作
り
、
高
位
の
真
人
が
五
言
詩
の
仙
歌
を
歌
う
。
そ
の
五
言
詩
は
主
に
大
衜

の
奥
深
さ
、
精
勤
修
行
の
効
果
、
天
上
世
界
の
美
し
さ
、
仙
人
生
活
の
楽
し
さ
を
說
き
、
玄
言
詩
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
霊

楽
仙
歌
に
よ
っ
て
修
行
者
を
励
ま
す
意
味
が
あ
る
。
上
淸
經
の
仙
楽
の
役
割
を
考
え
る
と
、
儒
家
の
礼
楽
敎
化
思
想
の
影
响
が
見
ら
れ

る
と
言
え
る
。
仙
楽
に
よ
っ
て
修
行
者
を
動
か
し
、
仙
歌
に
よ
っ
て
修
行
の
効
果
を
示
し
、
修
行
者
を
授
か
っ
た
修
行
法
に
専
念
さ
せ

る
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

六
朝
の
佛
敎
に
も
飛
天
伎
楽
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
演
出
形
式
は
上
淸
經
の
仙
楽
に
似
た
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
佛
へ
伎
楽

供
羪
を
中
心
と
し
、
修
行
者
に
伝
授
す
る
た
め
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

上
淸
經
に
お
け
る
仙
楽
は
、
従
来
の
儒
家
音
楽
思
想
の
影
响
を
受
け
、
魏
晉
時
代
の
新
し
い
音
楽
形
式
を
取
り
入
れ
、
上
淸
經
法
の

伝
授
を
助
け
る
衜
敎
獨
自
の
音
楽
形
式
で
あ
る
。
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林
羅
山
の
林
希
逸
『
老
子
鬳
斎
口
義
』
受
容
─
─
林
羅
山
『
老
子
抄
解
』
を
中
心
に

李　
　

麗
（
名
古
屋
大
学
愽
士
研
究
員
）

　

宋
代
の
儒
学
者
林
希
逸
（
一
一
九
三-

一
二
七
一
）
の
老
子
註
釈
『
老
子
鬳
斎
口
義
』
が
江
戶
初
期
に
大
流
行
し
た
の
は
、
林
羅
山

（
一
五
八
三-

一
六
五
七
）
の
稱
揚
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
林
羅
山
は
江
戶
初
期
の
日
本
思
想
史
上
に
お
い
て
重
要
な
人
物
で
、
幕
府

お
抱
え
の
儒
者
林
羅
山
の
老
子
理
解
は
江
戶
幕
府
の
老
子
理
解
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

林
羅
山
の
老
子
観
に
つ
い
て
は
、
大
野
出
氏
（『
日
本
の
近
世
と
老
荘
思
想
』、
ペ
リ
カ
ン
社
、
一
九
九
七
）
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。

林
羅
山
が
林
希
逸
『
老
子
鬳
斎
口
義
』
に
「
頭
書
」
を
附
け
て
出
版
し
た
も
の
は
衜
春
点
『
老
子
鬳
斎
口
義
』
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

さ
ら
に
『
老
子
』
の
和
解
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
老
子
抄
解
』
は
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
林
羅
山
六
十
三
歲
の
時
、
将
軍
家
光
の

御
命
令
で
林
希
逸
『
老
子
鬳
斎
口
義
』
を
日
本
語
に
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。『
老
子
抄
解
』
は
林
羅
山
に
よ
る
林
希
逸
の
『
老
子
鬳
斎

口
義
』
の
和
文
訳
で
あ
る
が
、
日
本
語
に
翻
訳
の
過
程
に
お
い
て
、
林
羅
山
の
取
捨
選
択
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
林
羅
山
自
身
の
理
解
に
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よ
っ
て
、
補
う
部
分
が
見
ら
れ
る
。

　

本
発
表
は
、
今
ま
で
の
先
行
研
究
で
行
わ
な
か
っ
た
、
林
羅
山
『
老
子
抄
解
』
と
林
希
逸
『
老
子
鬳
斎
口
義
』
の
比
較
に
よ
っ
て
、

ま
ず
、
林
羅
山
が
『
老
子
鬳
斎
口
義
』
を
省
略
し
た
部
分
と
林
羅
山
の
理
解
で
補
っ
た
部
分
を
朙
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
林
希
逸
『
老

子
鬳
斎
口
義
』
の
原
文
と
林
羅
山
に
よ
る
そ
の
解
釈
と
比
較
し
、
林
羅
山
の
取
捨
選
択
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
林
希
逸

の
主
張
と
林
羅
山
の
主
張
の
異
同
を
示
す
。
㝡
終
的
に
、
こ
れ
ら
の
考
察
に
よ
っ
て
、
林
羅
山
の
林
希
逸
『
老
子
鬳
斎
口
義
』
受
容
の

特
徴
を
朙
ら
か
に
す
る
。
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労
思
光
の
術
数
観
─
─「
義
」
と
「
命め

い

」
を
め
ぐ
る
言
說
の
一
環
と
し
て

水
口　

拓
寿
（
武
蔵
大
学
）

　

思
想
家
及
び
思
想
史
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
労
思
光
（
一
九
二
七
～
二
〇
一
二
）
は
、
湖
南
長
沙
に
生
ま
れ
、
長
じ
て
香
港
中
文
大

学
、
台
湾
の
国
立
淸
華
大
学
な
ど
で
敎
授
職
を
歷
任
し
た
。
大
著
『
中
国
哲
学
史
』（
一
九
六
八
～
八
一
、
新
編
一
九
八
四
～
八
六
）

を
初
め
、
半
世
紀
余
に
わ
た
っ
て
多
数
の
著
作
を
送
り
出
し
、
そ
の
所
論
は
、
洋
の
東
西
に
跨
る
幅
広
い
視
野
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ

た
。

　

本
発
表
で
は
、
労
氏
の
著
作
か
ら
特
に
術
数
に
関
す
る
も
の
を
取
り
上
げ
、
分
析
と
考
察
の
対
𧰼
と
す
る
。
彼
が
直
接
に
術
数
を
論

じ
た
文
章
は
、
数
量
の
面
で
は
相
当
に
少
な
い
。
発
表
者
の
知
る
限
り
、
論
文
或
い
は
評
論
の
形
式
を
取
っ
た
「「
絕
倒
芳
時
虚
度
」

︱
我
以
術
数
自
娛
」（
一
九
九
一
）
と
「
関
於
術
数
的
反
省
」（
一
九
九
三
）
を
除
け
ば
、
新
聞
掲
載
コ
ラ
ム
「
閒
話
「
術
数
」」・「
再

談
「
術
数
」」・「
談
「
命
運
」」・「
談
「
機
遇
」」（
一
九
六
三
～
六
四
頃
）、
及
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
「
術
数
：
古
老
伝
統
與
新
領
域

︱
訪
労
思
光
敎
授
」（
一
九
九
一
）
を
数
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
二
〇
世
紀
の
知
識
人
が
術
数
を
一
定
程
度
に
肯

ん
じ
た
例
と
し
て
貴
重
な
だ
け
で
な
く
、
他
な
ら
ぬ
労
思
光
と
い
う
人
物
の
、「
義
」
と
「
命
」
を
め
ぐ
る
思
想
的
営
為
の
一
環
と
し



- 33 -

て
註
目
に
値
す
る
と
言
え
る
。

　

労
氏
は
、
自
ら
術
数
を
「
娛た
の

し
む
」
者
で
あ
る
こ
と
を
表
朙
し
、
ま
た
そ
の
經
験
に
基
づ
い
て
、
算
命
な
ど
の
方
法
を
用
い
た
未
来

予
測
が
し
ば
し
ば
的
中
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
一
方
、
術
数
に
対
す
る
自
身
の
態
度
は
単
純
で
な
い
と
も
述
懐
し
て
い
る
。
理
由
の
第

一
と
し
て
、
彼
は
術
数
が
槪
念
的
な
思
考
と
精
密
な
シ
ス
テ
ム
を
持
ち
得
る
と
は
い
え
、
畢
竟
科
学
性
を
欠
き
、
經
験
世
界
に
つ
い
て

の
確
実
な
知
識
と
は
呼
び
得
な
い
点
を
挙
げ
た
。
要
す
る
に
、
占
っ
て
当
た
る
根
拠
は
說
朙
で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は

術
数
自
体
の
本
質
に
関
す
る
見
解
だ
が
、
労
氏
は
術
数
の
全
面
肯
定
を
避
け
る
理
由
の
第
二
と
し
て
、
更
に
、
術
数
が
人
を
「
命
（
各

人
に
作
用
す
る
客
観
的
制
約
）」
の
過
度
な
重
視
と
、「
義
（
各
人
に
備
わ
っ
た
意
志
の
自
由
、
と
り
わ
け
是
非
判
断
に
お
け
る
主
体

性
）」
の
軽
視
に
走
ら
せ
や
す
い
点
を
挙
げ
た
。
こ
ち
ら
の
脉
絡
に
沿
っ
て
、
彼
は
行
為
の
決
断
に
術
数
を
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
、
人
に
即
し
た
術
数
の
存
在
意
義
（
人
と
術
数
の
正
し
い
附
き
合
い
方
）
に
関
す
る
見
解
も
示
し
て
い
る
。

　

労
氏
の
思
想
史
研
究
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
孔
子
は
、
人
の
行
為
を
左
右
す
る
「
義
」
と
「
命
」
を
上
記
の
通
り
に
辨
別
し
た
上
で
、

人
は
「
命
」
の
不
可
抗
力
に
意
識
を
向
け
つ
つ
も
、
あ
く
ま
で
「
義
」
に
立
脚
し
て
自
己
を
主
宰
す
る
べ
き
だ
と
唱
え
た
。
そ
し
て
、

孔
子
に
始
ま
る
「
義
命
分
立
」
の
考
え
方
こ
そ
が
、
中
国
思
想
の
本
流
と
な
り
、
ひ
い
て
は
中
国
文
化
の
真
髄
と
な
っ
た
の
で
あ
る

（『
中
国
哲
学
史
』
第
一
卷
ほ
か
）。
こ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
、
評
価
さ
れ
た
「
義
命
分
立
」
を
自
身
の
思
想
的
立
場
と
し
て
も
受
け
入

れ
た
彼
は
、
お
の
ず
か
ら
「
命
」
の
存
在
を
認
め
、
加
え
て
「
命
」
を
観
察
す
る
術
数
の
仕
組
み
に
も
関
心
を
抱
い
た
。
だ
が
、
人
の

行
為
は
「
義
」
に
照
ら
し
て
決
断
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
基
本
姿
勢
は
固
く
、
故
に
術
数
を
、
決
断
に
影
响
し
な
い
程
度
に
「
娛
し
む
」

対
𧰼
と
位
置
づ
け
た
の
だ
っ
た
。
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第
七
十
五
囘
日
本
衜
敎
学
会
大
会
記
念
講
演 

　
　

フ
ラ
ン
ス
人
と
極
東
の
認コ
ネ
サ
ン
ス識─

─
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
を
中
心
に
─
─

根
岸　

徹
郎
（
専
修
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
長
）

　

十
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
植
民
地
の
拡
大
を
目
指
す
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
国
は
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
か
ら
中
国
へ

と
進
出
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
政
治
・
經
済
的
な
ら
び
に
文
化
的
な
関
係
を
そ
の
地
で
築
い
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て

文
化
外
交
の
進
展
は
目
指
す
べ
き
重
要
な
柱
と
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
二
つ
の
目
標
が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
を
啓
蒙

的
に
ア
ジ
ア
に
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
が
対
象
と
さ
れ
る
地
域
の
文
化
の
研
究
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
フ
ラ
ン
ス
の

文
化
水
準
の
高
さ
を
内
外
に
示
す
と
い
う
、
一
種
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
な
も
の
だ
っ
た
。
と
く
に
こ
の
分
野
に
お
い
て
は
、
ハ
ノ
イ
に

置
か
れ
た
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
を
中
心
と
し
た
東
洋
学
者
、
す
な
わ
ち
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
た
ち
の
活
動
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

今
回
の
発
表
で
は
、
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
国
の
文
化
外
交
に
注
目
し
た
上
で
イ
ン
ド
シ
ナ
、
中
国
、
そ
し
て
日
本
で
活
動
し
た

フ
ラ
ン
ス
人
に
目
を
向
け
た
い
。
そ
の
中
で
も
検
証
の
中
心
に
据
え
る
の
は
、
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
（
一
九
六
八
︱
一
九
五
五
）
で
あ
る
。

　

二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
代
表
す
る
詩
人
、
劇
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
ク
ロ
ー
デ
ル
は
同
時
に
優
れ
た
外
交
官
で
あ
り
、
ま
た
熱

心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
も
あ
っ
た
。
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
〇
九
年
ま
で
の
十
四
年
に
亘
っ
て
上
海
を
皮
切
り
に
福
州
、
漢
口
、
天
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津
な
ど
中
国
各
地
に
滞
在
し
た
經
験
を
持
ち
、
一
九
二
一
年
か
ら
二
七
年
ま
で
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
と
し
て
東
京
に
赴
任
し
た
ク
ロ
ー

デ
ル
は
、
ま
さ
に
実
地
で
「
東
方
の
認
識
（connaissance de l’Est

）」
を
得
た
者
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
フ
ラ
ン
ス
人
だ
っ
た
と
い

え
る
。

　

実
際
、
上
海
時
代
に
英
語
訳
に
よ
る
『
衜
徳
真
敎
』
を
読
み
始
め
て
以
来
、
自
作
品
の
中
で
も
具
体
的
な
言
及
を
試
み
る
な
ど
衜
敎

へ
の
深
い
関
心
を
示
し
て
い
た
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、
日
本
赴
任
後
も
そ
の
思
索
を
深
め
、
詩
作
や
富
田
渓
仙
と
い
っ
た
画
家
と
の
交
流
を

通
し
て
獨
自
の
東
洋
観
を
育
み
、
作
品
と
し
て
結
実
さ
せ
て
い
く
。

　

そ
の
一
方
で
、
文
化
外
交
を
担
う
外
交
官
と
し
て
の
ク
ロ
ー
デ
ル
は
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
と
連
絡
を
取
り
つ
つ
、
日
本
で
東
京
の
日

佛
会
館
な
ら
び
に
京
都
の
関
西
日
佛
学
院
を
設
立
す
る
と
い
っ
た
活
動
に
積
極
的
に
従
事
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
外
交
官
と
し
て
の
ア
ジ
ア
滞
在
經
験
や
文
学
者
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
し
て
の
視
点
と
い
っ
た
特
異
性
も
含
め
、
公
私

に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
外
交
の
兩
面
性
を
体
現
し
た
か
の
よ
う
な
ク
ロ
ー
デ
ル
の
活
動
と
作
品
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
、
二
〇
世

紀
初
頭
前
後
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
よ
る
東
洋
の
認
識
と
そ
の
受
容
を
考
え
、
さ
ら
に
今
日
の
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
も
示
唆
に
富
ん
だ
貴

重
な
視
座
を
得
る
道
を
拓
い
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

根
岸
徹
郎
：
専
修
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
。
専
門
は
二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
お
よ
び
現
代
演
劇
。
主
な
研
究
対
象
は
ジ
ャ

ン
・
ジ
ュ
ネ
な
ら
び
に
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
作
品
。
パ
リ
第
四
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
に
お
い
て
ク
ロ
ー
デ
ル
研
究
で
文
学
博
士
号
を
取
得
。
論

文
に
「âm

e/om
bre/double 

と
ク
ロ
ー
デ
ル
の
演
劇—

『
埴
輪
の
国
』
を
手
が
か
り
に
」、「
ジ
ャ
ン
・
ジ
ュ
ネ
と
演
劇—

見
る
こ
と
と
書
く

こ
と
の
結
節
点
と
し
て
」
な
ど
。
翻
訳
に
Ｅ
．
ホ
ワ
イ
ト
『
ジ
ュ
ネ
伝
』、
Ｊ
．
ジ
ュ
ネ
『
公
然
た
る
敵
』（
と
も
に
共
訳
）
な
ど
。
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　参加は無料ですが、必ず受付にお越しください。受付は10
号館３階です。
　弁当を申し込まれた方は、受付でお支払いください。（釣
り銭のいらないように、御協力ください）
　弁当の配布は休憩所（５階10051教室）です。
　協賛書店が、５階10052教室に出展されます。
　懇親会は、研究発表と同じ号館（10号館）の㝡上階（16階）
です。

https://www.senshu-u.ac.jp/about/campus/

専修大学神田キャンパス見取り図



- 37 -

　東京駅から水衜橋へはJR総武線（黄色い電車）各駅です。
　中央線（赤い電車）は停りません。
　東京駅から神保町ないし九段下へはメトロ丸の內線（赤い
ライン）ないしは徒歩で大手町に行き、メトロ半蔵門線（紫
のライン）で渋谷方面へ一駅ないし二駅です。
　東京駅丸の內口からタクシーで専修大学神田キャンパスま
で約2000円、15分です。
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